
令和６年１１月１４日
本港区まちづくり推進室

鹿児島港本港区エリアまちづくり懇談会について

１ 懇談会の目的

鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン（以下,｢エリアコンセプトプラン｣
という。）の具体化に向けて，関係者が連携する場としての懇談会を設置し，
施設整備やイベント開催などのまちづくりの取組を進めるための情報共有や
意見交換を行う。

２ 懇談会の構成

エリアコンセプトプランに基づき，県・鹿児島市のほか，港湾関係企業・
団体として鹿児島県旅客船協会，鹿児島港運協会，ＮＰＯ法人ゆめみなと鹿
児島，経済団体として鹿児島商工会議所，中心市街地関係として一般社団法
人鹿児島市商店街連盟及びマイアミ通りまちづくり協議会の８団体の実務レ
ベルの方々で構成する。

【参考】エリアコンセプトプランの抜粋

○ エリアマネジメントの取組

・ 本港区エリアのまちづくりを進めるに当たっては，県・鹿児島市や港湾関係

企業・団体，経済団体，中心市街地等の関係者が連携することで，本港区エ

リアの持続的な活性化につなげます。

３ 第１回懇談会

(1) 開催概要

○日 時：令和６年５月17日（金）
○場 所：県社会福祉センター７階大会議室
○出席者：９人（事務局等を除く）
○傍聴者：一般傍聴２人
○会次第：

１ 開 会
２ 説 明
(1) 鹿児島港本港区エリアまちづくりの進め方等について
(2) 施設整備に向けた取組

・ スポーツ・コンベンションセンター整備について
(3) 中心市街地との回遊性向上に向けた取組

・ 歩いて楽しめるまちづくりについて
(4) 本港区エリアにおける賑わい創出に向けた取組

・ ウォーターフロントパークにおける賑わいづくり社会実験の
開催報告について

３ 意見交換
４ 閉 会
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(2) 出された意見の概要

・ 施設整備を図る上で大事なことは港湾機能との共存である。
・ 核となる水族館，スポーツ・コンベンションセンター，港の再整備や

新築をまずはしっかりやっていただく必要がある。
・ 今回集まったメンバーで色々な話をすれば大体話はまとまるのではな

いか。
・ 北ふ頭でのクルーズ対応の出入国手続きに必要な施設整備など優先順

位を考えながら進めることが大事である。
・ 本港区やマイアミ通りのイベントと連携することで更に中心市街地に

人が流れていくのではないか。

４ 第２回懇談会

(1) 開催概要

○日 時：令和６年８月27日（火）
○場 所：市町村自治会館401号室
○出席者：10人（事務局等を除く）
○傍聴者：一般傍聴なし
○会次第：

１ 開 会
２ 説 明
(1) 本港区エリアにおける賑わい創出に向けた取組

・ 鹿児島商工会議所からの提案
(2) 中心市街地との回遊性向上に向けた取組

・ イベント情報の共有
・ マイアミ通りまちづくり協議会の取組状況

(3) 本港区エリアまちづくりに係る動向
・ 鹿児島サンロイヤルホテル移転に関する要望

３ 意見交換
４ 閉 会

(2) 出された意見の概要

・ 人が歩きたくなる取組として，ベンチ等の休憩施設や日陰空間の配置
についても，マイアミ通りまちづくり協議会等と連携・協力しながら進
めていく必要がある。

・ サンロイヤルホテルについては，ぜひ移転していただきたい。
・ まずは北ふ頭ターミナルなどの既存施設の活用を確実に進めていくべ

きではないか。
・ 北ふ頭については，小さいクルーズ船の発着港としての整備をしてい

ただきたい。
・ （鹿児島商工会議所が）今回提案した内容については，今後も懇談会

で意見交換していきたい。
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○　構成団体  （敬称略）

氏　　　名

事務局長 若松
わかまつ

　広幸
ひろゆき

事務局長 橘木
たちばなき

　克朗
かつろう

専務理事 増
ます

森
もり

　千絵子
ち え こ

副会頭 川畑
かわばた

　孝
たか

則
のり

会長 有馬
あ り ま

　勝正
かつまさ

マイアミ通りまちづくり協議会 会長 尾込　克信
おごめ かつのぶ

観光交流局 観光戦略推進課長 川畑
かわばた

　亮
りょう

建設局 都市計画課長 外薗
ほかぞの

　正和
まさかず

観光・文化スポーツ部 次長 坂元
さかもと

　加奈子
か な こ

土木部 港湾空港課長 佐多
さ た

　悦
よし

成
なり

○　事務局

鹿児島県土木部本港区まちづくり推進室

鹿児島商工会議所　

（一社）鹿児島市商店街連盟

鹿児島市

鹿児島県

ＮＰＯ法人ゆめみなと鹿児島

鹿児島港本港区エリアまちづくり懇談会
名　簿

団体名 役　職　等

鹿児島県旅客船協会

鹿児島港運協会
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鹿児島港本港区エリアのまちづくり
－エリアコンセプトプランの概要と令和６年度の取組－

令和６年５月
鹿児島県本港区まちづくり推進室

1

500m

Ｎ

鹿児島東西幹線道路

（計画）

国道10号
鹿児島北バイパス

●仙巌園 桜島

歴史と文化
の道地区

●
石橋記念公園

県道204号・214号・216号

●
鹿児島中央駅

●
鹿児島駅

いづろ・
天文館地区

多賀山公園●

鹿児島港本港区エリアについて
1926(大正15)年

1932(昭和7)年

1955(昭和30)年

2005(平成17)年

•鹿児島の海の玄関口と

して古くからの歴史を

有する

•錦江湾や桜島の景観を

はじめ，旧港施設など

自然景観や歴史，文化

に恵まれた地区

•中央駅～いづろ・天文

館地区～本港区の軸線

は，鹿児島市の都市軸

として位置づけ

• ｢歴史と文化の道｣地区

から本港区へ向かう朝

日通りは，桜島を正面

に据える

•２本の主要な自動車道

路で，中心市街地と隔

てられる

•都市軸からの人の流れ

や地域の資源，まちな

みと連携させたまちづ

くりが課題

2
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• 離島航路をご利用の方
• 趣味や遊びを楽しみ交流を深める家族連れや若者
• より豊かで充実した日々の生活を過ごす方
• ハレの日を楽しむ個人旅行者
• 新しい働き方を選択するビジネスパーソン
• 大規模イベントの参加者
• 大型クルーズ船で訪れる観光客
• スーパーヨット等で訪れる超富裕層
• 鹿児島県内の観光地を訪れる観光客（個人旅行者）
• 鹿児島の本土や離島の自然や文化を楽しむ旅行客（アドベンチャートラベル等）
• 桜島を見ながら散策を楽しまれる方

鹿児島港本港区エリア
まちづくりグランドデザイン

(H31.2)

天文館・本港区のまちづくりに
関連する施策
• ウォーカブルなまちづくり

県民の関心
・県民自ら行きたくなる
（生活の質を高める）
・アクティブに楽しむ

コロナ禍

方針３
国際観光都市鹿児島の

海の玄関口として，世界
から観光客が訪れる質の
高いまちなみの形成

方針３
国際観光都市鹿児島の

海の玄関口として，世界
から観光客が訪れる質の
高いまちなみの形成

方針２
県民が憩い親しむことの

できる空間の形成

方針２
県民が憩い親しむことの

できる空間の形成

方針１
賑わいや人の流れを生む

しかけづくり

方針１
賑わいや人の流れを生む

しかけづくり

方針５
みなとの活動と地域資源

を活かした魅力向上

方針５
みなとの活動と地域資源

を活かした魅力向上

方針４
継続的なエリアマネジメ

ントによる持続可能なまち
づくりの実現

方針４
継続的なエリアマネジメ

ントによる持続可能なまち
づくりの実現

第二次かごしま都市
マスタープラン（鹿児島市）

まちの新たな動き
• スポーツ・コンベンション
センター基本構想

鹿児島港本港区エリアコンセプトプラン
（土地利用の方向性を示すゾーニング・人流や物流についての動線・まちづくりの方向性・エリア毎の利活用の方針）

SDGs

鹿児島港本港区
景観ガイドライン

（R5.12）

賑わいの
ターゲット

港湾機能の維持
論点１

導入機能
論点３

景観への配慮
論点２

公共機能の確保

論点４

中心市街地との連携

鹿児島港本港区エリアまちづくり検討の推移

3

鹿児島港本港区エリア利活用検討委員会

利活用検討委員会 委員１５名 令和４年１２月から令和６年１月まで計８回開催
YouTubeでライブ配信及びアーカイブ配信を実施

実 地 調 査 高松港及び長崎港を調査（令和５年６月）

幹 事 会 幹事９名 令和５年５月と８月の２回開催 YouTube配信（ライブ，アーカイブ）実施

利活用アイデア 令和５年２月から４月まで 県内外から２３４件の応募
応募者のうちプレゼンを希望された９６者全員をポスターセッションで公表し，
７者はプレゼンテーションも実施

4
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• 離島航路をご利用の方
• 趣味や遊びを楽しみ交流を深める家族連れや若者
• より豊かで充実した日々の生活を過ごす方
• ハレの日を楽しむ個人旅行者
• 新しい働き方を選択するビジネスパーソン
• 大規模イベントの参加者
• 大型クルーズ船で訪れる観光客
• スーパーヨット等で訪れる超富裕層
• 鹿児島県内の観光地を訪れる観光客（個人旅行者）
• 鹿児島の本土や離島の自然や文化を楽しむ旅行客
（アドベンチャートラベル等）

• 桜島を見ながら散策を楽しまれる方

賑わいの
ターゲット

県民意見はどのように活かされたか

桜島はもちろん、天文館方面、磯か
ら錦江湾奥方面、そして鴨池から南
薩方面など360度の景観が楽しめる

なだらかなスロープを持った屋上庭園を
持ち，市内からは建築構造物は見えず，

桜島を望む景観を遮らない建造物

地域活性化・憩いの場・健康増進
の場としてのコミュニティ機能

鹿児島の新たな
ランドマークとなる

錦江湾を一周する

魅力あるふ頭

子連れで楽しめる
エンターテインメント

港町という雰囲気

石の文化

おしゃれなウッドデッキ
なんかで目の前まで海

ジオパークを一目瞭然に
感じることができる

ウォーカブルシティの

シンボリックなエリア

歴史と文化の港町を創る

錦江湾にヨットなど楽
しい色々な船が

行きかう

ベニスやその他の国ではヨット
やクルーザーなど庶民が楽しん

でいる風景が一杯

生活の質を高める港の景観を活かす アクティブに楽しめる

素晴らしい食・場
所・物を無駄にし
ない流れのある

足湯や、砂蒸し温泉の体験、黒豚や
鶏のお店、各鹿児島の焼酎が飲める
エリア、長島のぶりの養殖や枕崎の
カツオが体験できるエリア、薩摩の
歴史ができるエリアなどが100か所に

集まるテーマパークのような

海を楽しめて，さらに桜島も

楽しむことができるテーマパー
ク

イベントできる場所
非日常空間を楽しめるテーマパーク

イベントができる広場

プロスポーツの象徴的な
拠点がある街には活気と

住む人の誇りがある

公園・商業施設を合わせた
年齢問わず楽しめる

「エスコンフィールドHOKKAIDO」の
サッカー版かつ鹿児島版のような

子供たちが外で
思いっきり遊べる

サッカー，ラクビー，
屋外イベントにも使える

ウインタースポーツ
を楽しめる

大きいガンダムを目印
にするような

春夏秋冬いろいろな
イベントが楽しめる

テーマパークのような映画

撮影の際は補助できそうな

娯楽

人とものをして周りの人を繋ぎ，その素晴
らしさを感じ，自分にしか感じられない美

を感じ，自分のものにすることができる

公園とカフェと店を開け
た美術館とが複合され，
老若男女問わず集い，自

分の時間を楽しむ

アートを身近に感じられる
現代美術

芸術表現スポットにも使える

鹿児島の人たちも世界の
名画を鑑賞できる 文化

芸術

県民，観光客皆で
参加して楽しめる

多様の美術展を見た後，
雄大な桜島，錦江湾，

散策をする

犬と散歩が出来る

ペットもはいることのできる

楽団や小中学校のバンドを呼んで，
ミュージックを聴きながら，海鮮

料理や地元の果物を食べる

体力に自信なくても、順位の
つかない運動を老若男女楽し
めて、デートにも使える

ゆったりのんびり
親子連れで楽しめる

桜島の絶景が堪能できる

錦江湾と雄大な桜島を

入れると世界一の公園

パパとママの2人の時間を作って

あげられる，オシャレな港町

子供を少しの間，

あずけられる場所

食と文化、芸術を
テーマにした世界

に誇れる

親子や友達，カップルで楽しめる

ここへ来ることで，
ストレスフリーになり，
良い気持ちになれる

何にも目的なしに
行って楽しい場所

山下公園のよう
な夢のある

雄大な自然の側で体を動かして遊んだ
り、鹿児島の伝統工芸を体験出来たり、

水族館や美術館で心癒やされたりと、
体で感じて楽しむことのできる

公園

東京天王洲にあるT.Y.HARBOR
のような海に近い平屋の

食を楽しむ，屋台村のような

気のきいたカフェや子供達
の遊具を置き，走り回る

ことのできる

広場を残して、そこでキャンプ
やバーベキューができる

桜島を県内県外の方にも
知ってもらえる

平日でも人通りが
絶えない鹿児島一
の築地のような食

Uターン、Iターン希望者に起業の場

を提供し、マルシェに集まるお客様
との交流を通して事業を軌道に乗せ、
県内各地で本拠地を構えるための

『巣立ち』を支援する

地産地消の食，鹿児島なら
ではの絶品グルメを食せる

子供が無料で遊べる
雨天時でも

遊べる

鹿児島のシンボルである
桜島を綺麗に望める

「共生の時代」を世界に
アピールできるような

自然公園＝ゆたかな森

アコウ並木など日陰がつながる

障がい者や高齢者、子育て世代
や外国人などが利用しやすい

誰でも自由に立ち入れる緑豊かな

桜島を眺めただ
のんびりする

緑豊かな公園を基本に
ゆっくり出来る

自然豊かな，南国ら
しい木々の多い緑の

子育て世帯が集まる

桜島の雄大さは、県外・海外
の観光客に強烈な印象を与え、

人々の心の財産になる

全面バリアフリーで
幅広い世代が来場できる

桜島と鹿児島市を一望できる

ウォーキングできたり
遊べたりできるような

大人や子供が遊べる

青少年、子育て世代、高齢者などが、世代を問わず、日常
生活の中で気経に、車無しに訪れることのできる、広々と

した都市型自然公園森林公園として整備してほしい

鹿児島の豊かな自然環境を、観光

や地域づくりにつなげる一等地

ドルフィンポートはデッキのよ

うなデザインになっており広く
開けていて景観が一望できまし

た

桜島をボゥーっと
眺められる公園

老若男女
過ごせる広場

カフェ、シーサイドテラス、
海と桜島を生かした景観の広場 植物のたくさん

植わった公園

観光客を増やす目的ではなく、
まずは鹿児島の人が集う

憩い

トヨタウーブンを参考
にして渋滞等を除去臨海地区全体に高い利便性をも

たらすことが予想される新規臨
海高速鉄道関連の用地として

医療福祉の中心と
なるエリア

市民の避難場所としての

機能を十分に想定した

鹿児島の観光拠点
スタジアム

買い物や観光で集まる，出掛ける

新しい観光名所

サッカー、ラグビー、コンサート、市民参加
型イベントが開催可能な複合スタジアムと

人々が毎日行き交う海の空港を併設

薩摩半島から大隅
半島への行き来が

簡単になれる

子供からお年寄りまで

楽しめる。観光客も

鹿児島に来たというワクワク感を感じてもらえる

桜島を観ながら食事をしたり、

買い物をしたりする

ラグジュアリーク
ルーズツアー

桜島が見える。鹿児島弁が聞こえる。
足湯がある。鹿児島側からの押しつけ

ではなく，他県人が鹿児島に求める

他県にないような鹿児島
独特の招待ができる

魅力を発信できる基地
鹿児島らしい観光スポットや飲食店、ホテルが
立ち並ぶ、世界の富裕層が集うイタリアのミラ
ノのようなヨットハーバーがあり、夜景もきれ

いな函館や神戸のような明るい海辺がある

独自の世界観で世界
中から人が集まる

県内全域に
お金が落ちる

緑地公園をメインと

した観光エリア

海、陸、空を結ぶ交通センター

旅の思いを大きく
膨らませる場所

各観光ラインの交わる地点で
各交通機関を接続する最適な場所

鹿児島全土の良さが詰まった

南ふ頭に横浜大桟橋のような展望
デッキやホールなどを整備

観光客は鹿児島のことを軽く体験
でき、鹿児島県民は鹿児島を学ぶ

ことができるミニ鹿児島県

おいしいグルメや鹿児島
自慢の畜産物・農産物・

工芸品の買い物ができる

観光

• ２３４件の県民意見から，県民が共感し共有できると考えられる本港区エリアのまちづくりに対する
期待を３つのキーフレーズに整理し，ゾーニングの方向性を決定

• さらに，２３４件の県民意見をもとに，本港区を訪れる方を１１の「賑わいのターゲット」に整理
• これらのゾーニングの方向性や賑わいのターゲットを踏まえてゾーニングを行った

３つのキーフレーズに整理 １１の賑わいのターゲットに整理

２３４件の県民意見

5

ゾーニングについて

港湾物流動線

徒歩動線

主要自動車動線

【凡例】

港湾機能空間

【主な賑わいのターゲット】

散策を楽しむ方 充実した日々の生活を過ごす方

ハレの日を楽しむ方 趣味や遊びを楽しむ方
離島航路を利用される方 個人旅行者
スーパーヨットやクルーズ船で訪れる方

ビジネスパーソン 各種イベントに参加される方
個人旅行者

マイアミ通り周辺と
一体となった交通結節点

を形成するエリア
スポーツ・
コンベンション
センター

コンベンション機能等を核とした
交流・観光拠点エリア

本港区の賑わいの核として

県民が親しむエリア

桜島フェリーターミナルを
中心とした交通結節点を
形成するエリア

新たな集客力を有し中心市街地との

相乗効果をもたらす機能を導入するエリア

みなとの風景を活かした
集客機能を導入するエリア

本港区一帯のメインエントランス
（ゲートウェイ）として交通や

賑わいの拠点となるエリア

朝
日
通
り

上町・

鹿児島駅へ

⑦住吉町１５番街区

・飲食

・交通拠点(駐車場)

・交通拠点（駐車場等）
・交流(ＭＩＣＥ)，宿泊

・緑地 ・飲食
・交流（多目的広場等）

・交通拠点（ＣＩＱ，ターミナル等）
・緑地 ・宿泊 ・飲食 ・物販

・交流 ・観光 ・娯楽

・交通拠点(駐車場等)

・交通拠点(駐車場等)

・交流（観光等）
・交通拠点

（駐車場，バス待機場等）

6
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まちづくりの方向性に関する５つの方針

方針１ 賑わいや人の流れを生むしかけづくり

• 幅広いターゲットが訪れ，中心市街地との相乗効果を生み出せ
る機能を導入し，賑わいの最大化を図る

方針２ 県民が憩い親しむことのできる空間の形成

• ウォーターフロントパークを中心に，桜島や錦江湾への視点場
へと人々を導くオープンな空間形成を図る

方針３ 国際観光都市鹿児島の海の玄関口として，
世界から観光客が訪れる質の高いまちなみの形成

• クルーズ船やスーパーヨット等で，桜島や各離島等に世界から
観光客が訪れる質の高いまちなみを目指す

7

まちづくりの方向性に関する５つの方針

方針４ 継続的なエリアマネジメントによる
持続可能なまちづくりの実現

• 関係機関や中心市街地と連携し，本港区のアイデンティティ
（特色，個性）や価値を高める取組を進める

方針５ みなとの活動と地域資源を活かした
魅力向上

• 荷役活動や歴史的建造物など，鹿児島港ならではの魅力を
活かしながら賑わいを創出する

かごしま未来応援隊 ©2023鹿児島県土木部 8
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各エリアの利活用の方針

めぐりの路
(水際線のプロムナード)

めぐりの路
(各通り，臨港道路)

たたずみの場

歴史的建造物

【凡例】

のぞみの場

緑地

遊歩道

８

歩行者動線

５

４

一丁台場

赤灯台
（旧港北防波堤灯台）

○交流
（スポーツ・コンベン

ションセンター）

○交流
（多目的広場

（臨時駐車場））

①

３

７

９

○緑地（ベンチ，遊歩道，高木等）

○飲食（カフェ）

○交流（イベント広場）

『本港区の賑わいの核として県民が親しむエリア』
ウォーターフロントパークエリア

及びドルフィンポート跡地エリア

遊歩道のイメージ

イベント広場のイメージ

9

各エリアの利活用の方針

水族館

クルーズ船

２号上屋１号上屋

フェリーあまみ

イベント
スペース

県営第１駐車場
バス待機場
荷役業者駐車場

イベント
スペース

１

10

２

３

遮断防波堤
一丁台場

４号上屋
（コンバージョン）

○交流

旅客ターミナル
（コンバージョン）

○交通拠点（CIQ）
○物販・飲食
○交流

水族館

クルーズ船 フェリーあまみ

３

１

遮断防波堤
一丁台場

○交通・宿泊拠点（複合型旅客船ターミナル）
・奄美・喜界航路（旅客待合所等）
・国際クルーズ（CIQ,荷物スペース等）
・小型船航路（浮桟橋（錦江湾クルーズ等））
・スーパーヨット（CIQ，長期滞在対応）
・ホテル

○交通
・大型観光バス，タクシープール，

駐車場，歩車分離

○飲食・物販
○交流・観光・娯楽

『新たな集客力を有し中心市街地との相乗効果をもたらす機能を導入するエリア』
北ふ頭エリア

【凡例】

岸壁・荷捌地

緑地

遊歩道

道路

短期 中・長期

複合型旅客船ターミナルのイメージ

10
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イベント船

２
号

岸
壁

(-
7
.
5m
)

3
号
岸

壁
(
-5
.
5m
)

1
号
岸

壁
(
-
7
.5
m
)

3号
岸
壁

(-
5
.5
m
)

ウォーターフロントパーク

５号岸壁(-7.5m)

11

○交通拠点
・旅客ターミナルの集約

○飲食・物販
○交流

・イベント広場

赤灯台
（旧北防波堤灯台）

県営第４
駐車場

○交通拠点
・駐車場

○飲食

各エリアの利活用の方針

『みなとの風景を活かした集客機能を導入するエリア』
南ふ頭エリア 南ふ頭の夜景（十島航路）

定期船接岸状況

定期船接岸状況

11

4.5m)

桜島フェリー
ターミナル

県営第２
駐車場

県営第３
駐車場

７

６

一丁台場
遮断防波堤

歩車分離

一
丁
台
場
歩
道
橋

さ
く
ら
橋

③

②

○交通拠点
・駐車場
・歩車分離等

○交流
・イベントスペース
・オープンカフェ

○交通拠点
・駐車場
・歩車分離等

各エリアの利活用の方針

『桜島フェリーターミナルを中心とした
交通結節点を形成するエリア』
桜島フェリーターミナル周辺エリア

高速船浮桟橋
（-7.0m）

→

入口

出口

バス
駐車場

９

石倉倉庫
石倉倉庫

歩車分離

歩車分離

種子・屋久高速船
旅客ターミナル

臨港道路 本港区線

○交通
・臨港道路（拡幅）

○交通拠点
・駐車場 ・バスターミナル
・歩車分離

○飲食（カフェ）

スポーツ・
コンベンション

センター

『マイアミ通りと一体となった交通結節点
を形成するエリア』
高速船ターミナル周辺エリア

【凡例】 緑地 遊歩道 歩車分離 駐車場出入口（改良後）

12
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ＪＲホテルクレメント高松

ＭＩＣＥ施設のイメージ

ＭＩＣＥ・バンケット・ホテルのイメージ

高松港

バンケットのイメージ

ＪＲホテルクレメント高松

【凡例】

歩車分離

臨港道路（計画）

○交通
・駐車場，臨港道路 ・小型船だまり
・歩車分離

○交流・宿泊（複合型コンベンション施設）
・MICE・バンケット・ホテル

各エリアの利活用の方針

『コンベンション機能等を核とした交流・観光拠点エリア』
住吉町１５番街区エリア

13

各エリアの利活用の方針

『本港区一帯のメインエントランス(ゲートウェイ)として交通や賑わいの拠点となるエリア』
旧港湾合庁跡地エリア

ONOMICHI U2 

サイクリング拠点のイメージ

ペデストリアンデッキのイメージ）

横浜港 汽車道

８

○交流
・待合広場，サイクリング拠点
・文化，観光，交流施設
・展望施設等

○交通拠点
・バス，タクシー乗降場
・駐車場
・歩車分離

スポーツ・
コンベンションセンター

中心市街地

ウォーターフロント
パーク

本港区

スポーツ・

コンベンションセンター

交通結節点

多目的広場

めぐりの路(各通り，臨港道路)

たたずみの場

【凡例】

歩車分離
14
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鹿児島港本港区景観ガイドラインについて

景観ガイドラインの「配慮の方針」

Point 1 錦江湾や桜島，歴史的建造物等の景観資源に配慮します

Point 2
めぐり，たたずみ，のぞむことができる，歩行者目線での
良好な景観形成を目指します あ

Point 3 多様な来訪者が行き交い集う魅力的な空間形成を目指します

【配慮する事項】

• 建築物等の高さ

• のぞみの場からの見通し確保

• 回遊動線におけるオープンスペース，回遊性の確保

• 水際空間やまちなみ形成に関する事項 など

【ガイドラインの実現に向けて】

• 本港区エリアで建築物や公共土木施設等を整備する際は，事業者等は港湾管理者との協議の場を

設け，設計・施工段階における景観・デザインに関して確認・調整を行う

• 桜島の眺望やまちなみ景観など，本港区エリアにふさわしい景観・デザインについて基本的な方向性

を示すことにより，建築物や公共土木施設等の整備に反映し，良好な景観形成と魅力向上を図る

• ３つのポイントに基づき本港区エリアの良好な景観形成を目指す

15

南ふ頭
北ふ頭

赤灯台
(鹿児島旧港北防波堤灯台)

高速船
ターミナル

住吉町15番街区

ドルフィン
ポート跡地

石蔵倉庫群

桜島フェリー
ターミナル

白灯台

水族館

NHK

天文館市役所

6
7

53

4

1110

1

9

2

石造社屋

1

2

3

1

2 1

3

1

3 2

1
2

3

1

1

2

1

1

2

3

1

2
3

2

1

②③

①

桜 島

8

2

2

３

2

遮断防波堤
（鹿児島旧港施設）

一丁台場
（鹿児島旧港施設）

ウォーター
フロント
パーク

【視点場の設定】

のぞみの場
錦江湾・桜島への眺望を

確保する必要がある場所

たたずみの場
まちなみや港の活動などを

立ち止まって眺める場所

①

１

市街地中心部のまちなみを望む
噴水や緑地越しに見える

市街地中心部の活動

回遊動線（水際線のプロムナード）と視点場の設定

かごしま水族館付近２

植栽越しに見える
桜島フェリーの出入りなど港の風景

荷役作業越しに見える錦江湾・
桜島や北ふ頭・南ふ頭の港の活動

一丁台場３

１

桜島フェリーの出入りなど港の風景

白灯台

ウォーターフロントパークの活動

朝日通りを望む東屋付近４

• 白灯台から，国の重要文化財である石積み護岸を経て，国の登録有形文化財である赤灯台へと至る，

本港区の歴史を感じられる回遊動線を「めぐりの路（ 水際線のプロムナード）」と設定

① ウォーターフロントパーク中央付近

16
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南ふ頭
北ふ頭

赤灯台
(鹿児島旧港北防波堤灯台)

高速船
ターミナル

住吉町15番街区

ドルフィン
ポート跡地

石蔵倉庫群

桜島フェリー
ターミナル

白灯台

水族館

NHK

天文館市役所

6
7

53

4

1110

1

9

2

石造社屋

1

2

3

1

2 1

3

1

3 2

1
2

3

1

1

2

1

1

2

3

1

2 3

2

1

②
③

①

桜 島

8

2
2

３

2

南日本銀行本店鹿児島市庁舎本館

遮断防波堤
（鹿児島旧港施設）

一丁台場
（鹿児島旧港施設）

ウォーター
フロント
パーク

【視点場の設定】

のぞみの場
錦江湾・桜島への眺望を

確保する必要がある場所

たたずみの場
まちなみや港の活動などを

立ち止まって眺める場所

②

６

回遊動線（各通り,臨港道路）と視点場の設定

• 市街地中心部から水際線のプロムナードへとつながり，錦江湾・桜島，歴史やまちなみ，活きた

港の活動などの魅力を感じられるルートを「めぐりの路（ 各通り，臨港道路）」と設定

②から桜島へ
の見通しを確
保する範囲

② 朝日通りと県道との交差点付近

③から桜島へ
の見通しを確
保する範囲

③ みなと大通りと県道との交差点付近

８ ドルフィンポート跡地付近

立ち並ぶビルの間に見える市街地を
行き交う路面電車やバス

市街地中心部のまちなみを望む

のぞみの軸
（錦江湾・桜島を見通せる軸）

にぎわいの軸
（天文館からの賑わいを感じられる軸）

17

鹿児島港本港区
エリアまちづくり
グランドデザイン

平成31年2月策定

鹿児島港本港区
エリアコンセプト

プラン

今回策定

鹿児島港本港区エリアの事業展開

鹿児島港
港湾計画

鹿児島市
都市計画

鹿児島港本港区
景観ガイドライン

令和５年12月策定

鹿児島港本港区エリア
の今後の利活用

本港区のまちづくりの
節目に合わせて，

適宜，更新

短期的な取組

供 用

公共
施設
整備
(必要
とする
場合)

事業者
公募等

施設
整備
等

長期短期 中期

ゾ
ー
ニ
ン
グ

本
港
区
ま
ち
づ
く
り

時
間
軸

現在 10年先 20年先 30年先 50年先

2050年
カーボンニュートラル実現

2069年
鹿児島港開港150年
2071年
鹿児島県成立200年
2089年
鹿児島市成立200年

中長期的な取組

計画調整
・港湾計画
・都市計画 など

暫定活用

第１期（暫定活用） 第２期

供 用

公共
施設
整備
(必要
とする
場合)

事業者
公募等

施設
整備
等

事業者
公募等

公共施設
整備(必要
とする場合)

エリアコンセプトプランの実現に向けて

• エリアコンセプトプランの実現に向けて，

関係者が連携し，50年，100年先を見据えた

まちづくりを進める

• ゾーニングに基づく具体的な事業については，

鹿児島市や港湾関係企業・団体，経済団体，

中心市街地等の関係者と連携し，エリア毎に

大まかな整備スケジュールとともに決定する

• 今後の本港区エリアまちづくりでは，エリア

コンセプトプラン等に基づき関係者との調整や

港湾計画等の計画調整を行い，事業を進める

• エリアコンセプトプランは，本港区エリアの

まちづくりの節目において，適宜，更新

18
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鹿児島港本港区エリアまちづくり懇談会

• 県や鹿児島市，関係団体等による懇談会を設置し，
情報共有や意見交換を行う

利活用可能性調査

• 民間活力導入を視野に，現状分析や民間事業者等と
の対話，活用方策の検討，ケーススタディ等を行う

北ふ頭旅客ターミナル補修調査

• 旅客ターミナルの民間活用を見据え，エレベーター
や空調設備などの現況調査を行い補修計画を策定

令和６年度の取組について

「年間３６５日，賑わう拠点」の形成に向け，次の取組を実施

19

今後のスケジュール

令和６年度 Ｒ７年度
以降4～6 7～9 10～12 1～3

鹿児島港本港区エリア
まちづくり懇談会

利活用可能性調査

北ふ頭旅客ターミナル
補修調査

【参考】
スポーツ・コンベン
ションセンター

入札公告
落札者決定
審査結果公表

事業契約
締結・公表

設計・
建設工事

年５回程度開催（Ｒ７年度以降も定期的に開催）

民間事業者等との対話 取りまとめ

現況調査の実施，補修計画策定

民活導入検討

必要な補修等

20
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